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初めて見る爺ケ岳石室の写真

峯村　隆

大正9年7月13日　竹内鳳次郎撮影(竹内家提供)

長
野
県
は
大
正
八
(
一
九
一
九
)
年
､
増
加
す
る
登
山
者
の
利
便
と
安
全
の
た

め
､
十
箇
所
に
石
室
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
｡

十
箇
所
と
は
当
初
､
白
馬
岳
'
白
馬
鑓
ケ
岳
､
大
黒
岳
､
二
ノ
股
へ
槍
ヶ
岳
､

乗
鞍
岳
､
赤
石
岳
､
束
駒
ヶ
岳
､
岩
菅
山
､
八
ヶ
岳
で
､
内
面
が
大
は
四
間
に
二

間
四
尺
､
小
は
三
間
に
二
間
四
尺
､
四
面
石
積
み
､
屋
根
に
は
一
寸
厚
の
板
な
ど

を
使
う
基
本
仕
様
だ
っ
た
｡
白
馬
鑓
ケ
岳
は
後
に
爺
ケ
岳
に
変
更
さ
れ
､
地
元
平

村
の
請
負
で
同
年
八
月
三
日
に
竣
工
し
た
｡

こ
の
た
び
そ
の
爺
ケ
岳
石
室
の
写
真
に
初
め
て
接
す
る
機
会
を
得
た
の
で
紹
介

し
た
い
｡

ほ
う
じ
ろ
う

写
真
は
大
正
九
年
七
月
十
三
日
､
横
浜
の
竹
内
鳳
次
郎
が
撮
影
し
た
も
の
で
､

妻
の
ヒ
サ
が
写
っ
て
い
る
｡

竹
内
夫
妻
は
結
婚
し
た
大
正
六
年
か
ら
夫
婦
連
れ
立
っ
て
の
山
歩
き
を
は
じ

め
､
○
大
正
八
年
　
白
馬
連
峰
縦
走
　
燕
岳
-
槍
ヶ
岳
縦
走
　
○
大
正
九
年
　
鹿

島
槍
ヶ
岳
～
針
ノ
木
岳
縦
走
　
針
ノ
木
峠
か
ら
の
立
山
･
簸
岳
　
○
大
正
十
二
年

甲
斐
駒
ヶ
岳
～
北
岳
縦
走
　
針
ノ
木
峠
か
ら
の
薬
師
岳
･
笠
ケ
岳
と
､
本
格
的
な

登
山
を
行
っ
た
｡
と
り
わ
け
大
正
九
年
七
月
の
簸
岳
行
に
よ
り
､
竹
内
ピ
サ
は
女

性
初
登
頂
者
と
な
り
､
日
本
登
山
史
に
名
を
残
し
た
｡

こ
の
写
真
に
よ
る
と
､
石
室
は
小
丘
を
隔
て
た
種
池
の
東
(
現
在
の
種
池
山
荘

の
西
北
角
部
分
)
に
あ
り
､
別
の
角
度
か
ら
の
写
真
も
照
合
す
る
と
､
入
り
口
は

南
を
向
い
て
い
た
よ
う
で
､
屋
根
部
分
は
風
雪
の
た
め
か
相
当
傷
ん
で
い
る
｡

｢
北
に
傾
い
た
三
角
屋
根
｣
で
は
な
く
､
た
だ
ひ
と
冬
の
雪
の
重
さ
で
北
側
に
つ

ぶ
れ
た
ま
ま
の
姿
だ
と
伝
え
聞
く
｡

こ
の
石
室
は
昭
和
三
(
一
九
二
八
)
年
九
月
に
平
村
に
無
償
交
付
さ
れ
､
翌
年

か
ら
は
村
営
石
室
走
に
豊
山
者
の
便
に
供
し
た
｡
建
設
当
初
か
ら
管
理
を
任
さ

れ
て
い
た
の
は
柏
原
長
寿
で
あ
る
｡
や
が
て
石
室
は
木
造
小
屋
と
な
り
､
昭
和
十

八
年
に
相
原
が
村
か
ら
買
い
取
り
､
現
在
ま
で
三
代
に
わ
た
り
種
池
の
小
屋
の
明

か
り
を
灯
し
続
け
て
い
る
｡

竹
内
鳳
次
郎
は
た
い
へ
ん
几
帳
面
な
人
で
､
詳
細
な
登
山
記
や
撮
影
年
月
日
を

明
葬
写
真
を
多
数
残
し
た
｡
現
在
､
竹
内
夫
妻
の
甥
に
あ
た
る
東
京
在
住
の

岡
田
注
氏
が
､
そ
の
記
録
や
写
真
を
整
理
し
て
夫
妻
の
足
跡
を
ま
と
め
て
い
る
｡

そ
の
成
果
を
大
い
に
期
待
し
た
い
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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表2　松川村椿葉家所蔵の戦国期文書一覧

史料 番号 俶ｩ{�ﾂ�年代 俚x��ﾂ�宛で人 亢ﾈﾝｩ>�vZH讖{�,ﾈ･Iz｢�

1 兀�68�xｨｪ�7(逸�8�2�天正3年 兀�68�x｢�標葉但馬守 兀�68�xｨ*ｩUywHﾝ�/�$�F韶x,僖8+h+ﾘ,h*ｲ�

(1575) Io月 宙逸�2���,ﾈ�}��ｹ��ｼh��,ﾚH抦ｧﾘﾋH��*ｨﾖ)N2亥)yﾂ�H��*�.y�ﾙEｨ-h昏�+X+ﾘ,h*ｺH+�.ｨ,偖ﾘ,�+ﾒ�ｸﾉ�(,ZH岑釟H凅�:Hｿ�'X,ﾃ8��,hｺH,傅ﾈｧﾒ�ﾋH��,ﾈ賈5h唏,h*(.ﾘ.ｨ+ﾘ�｢�gｹ[h��,ﾙ(h匣,�)UywI$�F韶z8,i�X*ｸ*ﾙf����+ZIY�68��,ﾈﾏh�8,X*�.几Hｭｸ,ﾈ逸�8*ｨ咄��8+X,H*�.��ｹ5i�39D�9h鳬�ﾘﾋｨ,ﾘｯ�,倩�e2�+X,H*�.飲�ｨ*ｨ彿<(/�貂*(,X*(+ﾘ�ｸ+�,ﾉD��Xﾈ�,�,ﾙ+x�(ﾘy�ﾘ*ｨ*�.蟹Y�68��,ﾙ�I62�;���ﾉ��ﾘxﾅ(,��YG9fｸ/�ｶ�+X,H*(+ﾘ�ｲ�

2 ��Xｷi]ｹ(凩r馮ｹ�ﾙ�9�ﾙ�����2�年号記載なし ��Xｷi]ｹ(凩r�新屋但馬守 �;��ﾈ徂ﾔ�,ﾈ��)�Xｷi]ｹ(凩r馮ｹ�ﾙ�9�ﾘ*ｪB�

(天正13年か) 10月17日 冏ｹ�ﾙ�9�ﾒ��hﾔ�,ﾉkﾘ/�*H*Ⅰ(掠(h叨Yﾉ,ｩw�,ﾈ�8,兢b�ｵ�/�,ﾘ*�,(+ﾙ�h夐$�F韶x,亅H�8+X,I�x,�+ﾒ�~x�8�ｲ��ｨﾝx,ﾙgｹ[i(h,兔ｨｴﾂ��

3 傅ﾈｧﾘﾋI.Xﾆ8ﾙX�8�2闇)}��2��年号記載なし (天正14年か) 9月18日 傅ﾈｧﾘﾋI.Xﾆ2�標葉但馬守 ��=ﾂ�'ﾙiｸ,ﾈｸﾉ|ﾈ/���Yﾈ+X+ﾘ鉑gｸ,ﾈ抦ｧﾒ�ﾋI.Xﾆ8*ｪH葎ﾎ8,ﾈ�9�佝傚�,��x.�xﾅ(,ﾈ輦�ｯhｪ�/�UywI$�F韶x,hﾝxｩ陷ﾙ>�繒�+y&ﾒ�,��kﾘ+h+ﾘﾝｸ,ﾈﾅ)}��ｸ抦ｧﾘﾋH,h�9��,ﾚI���-ﾂ�,XｦY&�,Xﾈ9�ﾘ/�ﾄｨ.云H+X,H*�.蟹dﾉ�(�ｶr�,ﾉkﾘ,Y{ﾈ�(*ｩ����+X+ﾘﾈｸ悴H葎ﾎ8,ﾉ�ﾙ:ﾂ���iJﾙ68�徂,ﾉy�*著,��9�兩ｸ,h+X,H�ﾅ(/���x.�+�,h,�,�,�+ﾘ�ｲ�

4 �+ﾈﾕﾘﾉ9�����2�年号記載なし (天正15年 または16年) 正月20日 �+ﾈﾕﾘﾉ9���標葉但馬守 �+ﾈﾕﾘﾉ9��,ﾘ�9�倩�,ﾈ徂馼,h.�*(*H-x*ｺB�ﾆ傚�*ｨﾜX.�xｨ.�,h+X+ﾘ��(�ｸ+�,ﾈ讖{�,ﾙ���讖{�,Y�x.x.ｨ+ﾘ抦ｧﾘﾋH,ﾈ�ﾅ(,���+ZH�9���_ｸ*�.y�x.x.ｨ+ﾙ~x�8,X*�.蟹]I~x*ｩ'�.ｨ+ﾒ�+�,i�-�,H*(.�+�,h*�.y�iJﾙ68�徂,ﾉy�*｢�,��8+8.ｨ+ﾙ5i�3�YD�,ﾉx*I5i�3�iD�,ﾈ.�,ﾂ�,hﾖﾈ*h.兩ｸ*ｩ�99h*��ｲ�

歴
史
史
料
か
ら
み
た
佐
々
成
政
の

厳
冬
期
北
ア
ル
プ
ス
越
え

-
松
川
村
榛
葉
文
書
を
中
心
に
し
て
(
後
編
)
-

二
　
新
屋
但
馬
守
に
つ
い
て

で
は
､
新
屋
但
馬
守
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の

で
あ
ろ
う
か
｡
実
は
､
表
2
は
榛
葉
家
が
所
蔵
す
る

戦
国
期
文
書
の
一
覧
で
あ
る
が
､
同
家
に
は
､
こ
の

連
署
状
以
外
に
こ
れ
と
同
時
代
の
文
書
三
点
が
残
さ

れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
四
点
の
史
料
に
よ
れ
ば
､
こ

の
人
物
は
本
姓
標
棄
民
で
､
天
正
三
年
(
一
五
七
五
)

に
は
武
田
勝
頼
か
ら
但
馬
守
に
任
せ
ら
れ
､
天
正
一

〇
年
の
武
田
氏
滅
亡
後
は
､
本
能
寺
の
変
後
の
混
乱

に
乗
じ
て
松
本
を
回
復
し
た
小
笠
原
貞
慶
に
仕
え
､

佐
々
成
政
一
行
が
信
州
を
通
過
し
た
際
に
便
宜
を
図

っ
た
こ
と
か
ら
前
述
の
連
署
状
を
受
け
取
り
､
さ
ら

に
天
正
一
四
年
に
は
'
新
発
田
重
家
の
反
乱
に
伴
っ

て
小
笠
原
貞
慶
が
上
杉
氏
に
派
遣
し
た
援
軍
の
指
揮

官
を
務
め
､
そ
の
結
果
'
上
杉
景
勝
の
家
老
で
あ
っ

た
直
江
兼
続
か
ら
も
礼
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で

あ
る
｡ま

た
､
榛
葉
家
に
は
江
戸
時
代
後
期
､
そ
の
時
の

当
主
が
同
家
の
伝
承
を
書
き
留
め
た
｢
伝
用
事
｣
と

標
題
さ
れ
た
文
献
が
残
さ
れ
て
お
り
､
こ
れ
に
よ
れ

ば
､
こ
れ
ら
の
文
書
を
榛
葉
家
に
伝
え
た
同
家
の
先

祖
は
｢
新
野
碁
石
衛
門
｣
と
い
い
､
現
在
の
南
安
曇

郡
三
郷
村
小
倉
に
あ
っ
た
小
倉
山
城
の
城
主
で
あ
っ

た
が
浪
人
し
て
松
川
村
に
来
訪
し
'
平
林
加
賀
守
の

養
子
と
な
り
､
榛
葉
を
称
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
｡
一
方
で
'
享
保
九
年
に
松
本
藩
が
編
纂
し
た

『
信
府
統
語
』
巻
十
人
｢
松
本
領
古
城
記
日
録
｣
に

よ
れ
ば
､
小
倉
山
城
の
城
主
は
小
笠
原
但
馬
守
貞
政

荒
　
井
　
今
朝
一

と
さ
れ
､
同
地
の
浄
心
寺
は
小
笠
原
貞
政
の
開
基
で
､

同
寺
に
残
る
過
去
帳
に
よ
れ
ば
小
笠
原
貞
政
の
戒
名

は
､
榛
葉
家
の
先
祖
新
野
嘉
右
衛
門
の
そ
れ
と
一
致

し
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
新
屋
但
馬
守
=
標
葉

但
馬
守
‥
新
野
嘉
右
衛
門
=
小
笠
原
但
馬
守
貞
政
と

い
う
こ
と
が
､
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

な
お
､
表
3
は
､
こ
の
小
笠
原
但
馬
守
貞
政
に
関

す
る
史
料
の
一
覧
で
あ
る
が
'
史
料
番
号
1
に
よ
れ

ば
､
小
笠
原
貞
政
は
安
曇
郡
の
支
配
に
関
し
､
松
本

城
主
で
あ
る
貞
慶
に
代
わ
っ
て
配
下
の
武
将
た
ち
に

命
令
で
き
る
ほ
ど
強
力
な
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
､
資
料
番
号
4
の
雷
系
大
成
小
笠
原
系

図
』
に
よ
れ
ば
､
小
笠
原
氏
の
親
族
中
に
は
小
笠
原

貞
朝
の
曾
孫
と
し
て
､
こ
の
人
物
に
比
定
さ
れ
る

｢
九
市
郎
但
馬
｣
の
名
が
見
え
る
｡

三
　
標
棄
民
に
つ
い
て

戦
国
時
代
の
武
将
が
､
そ
の
居
住
地
や
出
自
､
縁

組
み
等
に
よ
っ
て
転
々
と
姓
や
名
乗
り
を
変
え
る
こ

と
は
珍
し
く
は
な
い
が
､
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
人
物

の
場
合
､
頻
繁
に
姓
が
変
わ
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
｡
以
下
､
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
｡

標
棄
民
は
､
鎌
倉
時
代
に
甲
斐
源
氏
で
あ
る
小
笠

原
氏
が
､
甲
斐
か
ら
信
濃
へ
移
住
し
た
当
時
､
こ
れ

に
随
っ
て
信
濃
へ
入
国
し
た
小
笠
原
氏
の
一
族
で
､

慶
長
年
間
に
二
木
寿
斎
が
著
わ
し
た
三
木
家
萱

に
は
'
標
葉
､
下
枝
､
於
曽
､
櫛
置
の
四
民
を
｢
小
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小笠原(新屋･標葉)但馬守関係史料一覧
史料 番号 俶ｩ{�ﾂ�年代 俚x��ﾂ�)逸"�宛て人 亢ﾈﾝｩ>�vZH讖{�,ﾈ･Iz｢�

1 傅ﾈｧﾘﾋI.Xﾆ9KｹZ��年号記載なし �(倬��.Y�2�細萱河内守 侏ｹJｨﾞ)�ｨ,ﾉ�Y[ﾒ映ｹ�"��xﾛh��nX*ｪH齷Z｢�

(北安曇郡八坂村北沢文書) 忠5i�3��D��-ﾈ+ﾘ,ﾓ�)D竰��(ﾈ��i?｢�(小笠原但馬守) 凾ﾌ給地や馬を勝野源助が年貢の形に横領 したことを小笠原貞慶に訴えたので､貞慶 に代わって忠次郎貞正(政)が勝野源助の寄 親(軍事上の上司)である細萱河内守(長知) に､その返還を命じたもの○ 他の史料から忠次郎貞正は小笠原但馬守 であることが知られ､さらにこの人物は､標 莱(新屋)但馬守と同一人であることがわか る○ 

2 ��y�ﾙWｹ9ﾘｴﾈ���h�J｢�享保9年 �� ��y�ﾙWｹ9ﾘｴﾈ��,ﾘ鉑gｹLｹ�Ynﾈ��*ｨ鉑gｹLｹ|ﾂ�

｢松本領古城記｣ 茶�s#B價ﾘｪr�凾�ﾍじめ信濃全体の地理や歴史､統治など についてまとめた参考資料○この中に､現在 の南安曇郡三郷村にあった小倉古城につい て､｢この辺の地頭小笠原但馬守貞政(中略) 浄心寺牌所なり｣と記載されており､城主が 小笠原但馬守であったことが知られる○ 

3 ��冽H徂��6���z�)6�w�j�磯b�2�文化元年 (1804) �� 兌h峪D隴I9h鳧,ﾉ�冽H彿9h皦*ｪI�冽H徂,��6�.ﾘ.�6��8/���*ｹz�-�+ﾘ.�,ﾈ�ｸ+�.ｨ,�.h.�,b�ﾕﾉ'ｨ徂,ﾉ�i�8,ﾙ�inﾈ�8嚢��nX,h*(**Hﾋ9x械���=ﾈﾅ2傅ﾉ��,ﾈ�偃X,ﾈ���x,X*�,�+ﾘ*ｪH鈐��ﾈｽ�ﾘ/�迚Gｨ+X,H*(+ﾙ[ﾙ}���棹荿,ﾉ�)�(,��,�.芥.(*ｨ,I�Xﾇ�*ﾈ*ｨ,�*�,�+ﾘ,ﾈ,ZH+ｸ,ﾉwｲ���,�,�,�+ﾘ+�,h*ｨｴﾈﾝｨ+8.ｨ,H*(.��ｸ+�.ｨ,�.b�,�,I�inﾈ�8嚢��nX,ﾙUywB��h壺�$�F韶x齷�r�*唏-ﾈ+ﾘ,ﾘ+ｸ,ﾈ��,X*�.�+�,h*ｩ�H��+8.ｪI���wH徂,儷ywB��h壺�$�F韶xｭhﾅx,ﾉ�ﾘﾙ�ｯｩ[b���*ｩ6�x�+X+ﾘ馼��*ｩyﾘ��,X*ｸ.��ｲ�
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笠
原
四
天
王
｣
と
し
て
お
り
､
古
く
か
ら
の
重
臣
で

あ
っ
た
｡
ま
た
､
戦
国
時
代
に
は
｢
小
笠
原
門
葉
衆
｣

と
し
て
､
｢
標
葉
与
五
郎
正
信
　
二
百
五
十
貫
｣
の

名
が
見
え
､
貞
慶
の
父
と
さ
れ
る
小
笠
原
長
時
が
､

武
田
晴
信
(
信
玄
)
　
の
た
め
に
大
敗
北
を
喫
し
た
天

文
一
七
年
(
一
五
四
人
)
　
の
塩
尻
峠
合
戦
に
も
出
陣

し
て
い
る
｡

こ
の
合
戦
を
契
機
に
小
笠
原
長
持
の
勢
力
は
衰
退

の
一
途
を
た
ど
り
､
つ
い
に
は
武
田
氏
に
追
わ
れ
て

一
部
の
家
臣
を
同
道
し
近
畿
地
方
へ
逃
亡
す
る
の
で

あ
る
が
'
こ
の
人
物
は
､
長
時
に
は
従
わ
ず
に
武
田

氏
に
臣
従
し
､
天
正
三
年
に
は
但
馬
守
に
任
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
｡
一
方
で
『
笠
系
大
成
小
笠
原
系
図
』

に
よ
れ
ば
､
小
笠
原
貞
政
に
弓
術
を
伝
授
し
た
標
葉

景
林
は
､
武
田
氏
と
も
関
係
が
深
く
'
し
か
も
但
馬

の
父
と
さ
れ
る
小
笠
原
是
政
(
貞
政
の
叔
父
)
は
､

武
田
信
虎
の
養
子
と
な
っ
て
お
り
､
こ
の
間
の
事
情

か
ら
小
笠
原
但
馬
守
は
､
武
田
氏
の
家
臣
と
な
る
際

に
小
笠
原
を
名
乗
る
こ
と
を
は
ば
か
り
､
標
葉
家
を

継
承
す
る
こ
と
に
し
て
標
葉
但
馬
守
を
名
乗
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
後
'
武
田
氏
滅

亡
後
は
前
述
の
よ
う
に
再
び
小
笠
原
貞
慶
に
仕
え
､

一
族
と
し
て
重
く
用
い
ら
れ
た
が
､
佐
々
成
政
一
行

に
対
す
る
手
配
を
行
っ
た
際
は
､
彼
の
屋
敷
が
あ
っ

た
と
ぎ
れ
る
現
在
の
三
郷
村
小
倉
新
屋
敷
の
地
名
を

用
い
て
｢
新
屋
但
馬
守
｣
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
｡

な
お
'
史
料
1
の
文
中
に
は
｢
先
年
の
ち
な
み
｣

と
の
文
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
彼
と
徳
川
氏
の

問
に
は
前
々
か
ら
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
｡
お
そ
ら
く
は
小
笠
原
貞
慶
が
松
本
復

帰
当
初
､
上
杉
氏
に
対
抗
す
る
た
め
に
家
康
に
臣
従

す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
､
両
者
間
の
使

者
な
ど
を
勤
め
て
い
て
､
こ
の
と
き
に
は
既
に
懇
意

に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
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四
　
小
倉
(
三
郷
村
)
城
主
が
意
味
す
る
も
の
　
　
古
く
か
ら
時
期
や
コ
ー
ス
に
異
論
が
多
い
が
､
以
上

佐
々
成
政
が
旧
暦
一
二
月
上
旬
(
現
在
の
一
月
上
　
の
経
過
か
ら
浜
松
へ
到
着
し
た
時
期
に
間
違
い
は
な

旬
)
　
に
北
ア
ル
プ
ス
を
越
え
た
と
す
る
見
解
に
は
､
　
く

信
州
を
通
過
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
､
ど
こ
か

新
造
町
的
衣

羽
子
遍
相
同
遊
4
-
;
大
部
鴫

二
十
-
町

出
火
前
M
A
件
.
B
へ一

-
一
十
東
町

華
道
不
大
神
年
小
皿
へ十

重
町

や
小
曲
▲
請
土
樽
中
鵬
へ

l
l
+
斬
り

照
士
見
場
t
i
･
ム
大
久
保
(

二
十
五
m

大
久
振
A
小
関
へ

粛
批
由
り

の
場
所
で
北
ア
ル
プ
ス
を
越
え
な
け
れ
ば
富
山
か
ら

浜
松
へ
は
向
か
え
な
い
｡
で
は
､
ど
こ
で
北
ア
ル
プ

ス
を
越
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
､
新
屋
但
馬
守
の
居
城

が
現
在
の
三
郷
村
小
倉
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
こ

の
地
は
､
古
く
か
ら
鍋
冠
山
と
大
滝
山
の
鞍
部
を
越

え
て
上
高
地
の
明
神
池
へ
通
じ
る
山
道
が
あ
り
､
明

神
池
河
畔
に
は
穂
高
神
社
の
奥
宮
も
設
け
ら
れ
て
い

る
｡
上
高
地
か
ら
は
､
焼
岳
山
頂
の
南
側
を
通
り
飛

騨
の
神
坂
村
へ
と
通
じ
る
古
道
が
あ
り
'
こ
の
ル
ー

ト
で
の
飛
騨
と
信
濃
の
文
物
の
交
流
は
有
史
以
前
に

さ
か
の
ぼ
る
｡
こ
の
た
め
文
政
三
年
(
一
八
二
〇
)

に
は
､
小
倉
と
神
坂
の
間
に
､
い
わ
ゆ
る
｢
飛
騨
新

道
｣
(
小
倉
新
道
と
も
い
う
)
が
整
備
さ
れ
､
近
世

末
に
は
相
当
量
の
人
や
物
資
が
通
行
し
て
い
た
｡
特

に
､
焼
岳
付
近
は
地
熱
の
た
め
に
冬
季
間
も
積
雪
が

非
常
に
少
な
く
､
天
正
一
三
年
に
は
噴
火
も
確
認
さ

れ
て
い
る
｡

ま
た
､
成
政
の
居
城
富
山
は
､
北
陸
方
面
で
は
確

か
に
北
の
上
杉
勢
と
南
の
前
田
勢
に
挟
撃
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
い
た
が
､
南
方
の
飛
騨
を
領
し
て
い
た

三
木
日
嗣
は
戌
政
に
与
力
し
て
お
り
､
後
に
成
政
は

豊
臣
秀
吉
に
降
伏
し
て
許
さ
れ
て
い
る
が
､
自
綱
の

息
子
二
名
は
成
政
に
味
方
し
た
こ
と
が
原
因
で
秀
吉

に
よ
り
成
敗
さ
れ
て
い
る
｡

佐
々
成
政
と
飛
騨
新
道
で
は
時
代
は
異
な
る
が
､

新
屋
但
馬
守
が
成
政
一
行
の
通
行
に
便
宜
を
図
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
､
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
総

合
的
に
判
断
す
る
と
北
ア
ル
プ
ス
を
越
え
た
の
は
､

富
山
か
ら
飛
騨
-
焼
岳
-
上
高
地
-
鍋
冠
山
-
小
倉

の
ル
ー
ト
と
み
る
の
が
､
最
も
自
然
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
'
新
屋
但
馬
守
が
､
前
述
の
よ
う
に
大
町

方
面
ま
で
含
め
た
安
曇
郡
全
体
に
対
す
る
総
括
的
な

指
揮
権
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
､
多
く
の
伝
承
が

残
り
､
後
代
の
文
献
も
支
持
す
る
針
ノ
木
崎
経
由
ル

-
ト
な
ど
い
わ
ゆ
る
｢
さ
ら
さ
ら
越
え
｣
も
捨
て
が

た
い
要
素
を
も
っ
て
い
る
｡
特
に
､
富
山
側
か
ら
見

た
と
き
に
立
山
へ
の
登
頂
参
拝
の
基
地
が
芦
崎
寺
で

あ
っ
た
こ
と
や
､
山
に
習
熟
し
た
先
達
や
山
伏
､
猟

師
な
ど
の
協
力
を
求
め
､
彼
ら
を
徴
用
す
る
た
め
に

は
'
あ
る
い
は
'
往
路
は
芦
崎
寺
か
ら
室
堂
-
針
ノ

木
峠
経
由
ル
ー
ト
､
復
路
は
季
節
的
な
制
約
や
雪
崩

の
危
険
性
な
ど
か
ら
飛
騨
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
｡

五
　
ま
と
め

冒
頭
に
も
記
し
た
と
お
り
佐
々
成
政
の
北
ア
ル
プ

ス
越
え
に
つ
い
て
は
､
戦
国
時
代
末
の
こ
と
で
あ
り
'

し
か
も
隠
密
裏
の
行
動
で
あ
っ
た
た
め
に
信
頼
で
き

る
史
料
は
皆
無
に
近
い
｡
そ
の
中
に
あ
っ
て
本
論
で

扱
っ
た
｢
大
久
保
忠
隣
･
本
多
正
信
連
署
状
｣
に
つ

い
て
は
､
唯
一
の
同
時
代
史
料
と
し
て
最
も
重
要
視

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
こ
れ
ま
で

余
り
顧
み
ら
れ
な
い
か
､
あ
る
い
は
当
初
か
ら
松
川

村
に
存
在
し
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
｡
こ
こ

で
は
､
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
基
づ
き
､
こ
れ
ま
で
自

ら
も
っ
て
い
た
疑
問
点
に
つ
い
て
論
考
を
試
み
た

が
､
多
く
が
類
推
の
域
を
で
す
､
今
後
の
よ
り
批
判

的
な
検
討
が
待
た
れ
る
｡
そ
の
意
味
で
､
多
く
の

方
々
の
ご
指
摘
や
問
題
提
起
を
期
待
し
た
い
｡

(
お
わ
り
　
但
し
次
号
に
て
補
稿
と
し
て
人
物
等
の
解
説
を

掲
載
予
定
｡
〉
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長
野
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学
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